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昨年 12 月 26 日と 12 月 30 日から年始にかけての大雪により、府内中北部に

おいて、農家のパイプハウスの倒壊やビニールの破損などにより深刻な農業被

害が出ている。府をはじめ当該自治体の被害掌握はまだ一部に留まっていると

ころだが、今後も降雪が予測され、被害はさらに拡大することが懸念されてい

る。 

党府会議員団は、現在、地元市町村議員団と連携し、被害の状況把握と要望

の聞き取りにあたっており、11日には舞鶴市と綾部市、12日には福知山市に調

査に入った。 

農家の若い後継者の方などからは、「４年前の大雪とこの間の台風により、パ

イプハウスの倒壊が相次いでおり、やっと立て直したところに今回の被害」「お

茶の茶棚も被害にあっているが雪で現場まで行けない」「雪でビニールが破れ万

願寺甘とうが被害にあっている。一刻も早く復旧しないと４月までに作付がで

きない」「倒壊したハウスの中にホウレンソウや水菜などの収穫前の作物がたく

さんある」「倒壊したハウスの撤去と次の再建費用の支援をしてほしい」などの

切実な声が相次いでいる。 

よってわが党議員団は、府民生活と地域経済を守るために、京都府が市町と

協力して、以下の緊急対策を講じることを強く求める。 

 

 

１ 農業・林業における雪害の実態把握を市町・農協等と協力して早急に行う

とともに、今後予想される降雪対策に全力を挙げること。 

 

２ 被害相談の窓口を振興局などに直ちに設置すること。 

 

３ 倒壊したパイプハウス、被災果樹棚、茶園、蓄舎及びこれらの付帯施設等

の撤去・再建費用に対する助成措置を講じること。 

 

４ 農業共済制度の加入や適用範囲に関わらず再建に必要な費用の支援策を講

じること。 

 

５ 無利子融資などを実施すること。 
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